
 

各 位 

 

平成 29 年

たので、下記

 

１．平成 29 年

前期実績（Ａ

（平成 28 年

当期実績（Ｂ

（平成 29 年

増 減 額（Ｂ

増 減 率（ 

（注）平成 29

詳細は

しては、

 

２．差異の理

当事業年

高まったこと

加しました。

年３月期（平成 2

記の通りお知らせ

年３月期個別業

 

Ａ） 

年３月期） 

Ｂ） 

年３月期） 

Ｂ－Ａ） 

％ ） 

9 年３月期より「

は、本日開示の「平

、当該会計方針

理由 

年度の業績につき

とにより販売費及

 

個別業

28 年４月１日～平

せいたします。 

業績（通期）と前期

売

「仕入割引に関す

平成 29 年３月期

針の変更を反映し

きましては、売上

及び一般管理費

業績の前期実

平成 29 年３月 3

期実績との差異

売上高 

百万円

38,979

43,020

4,041

10.4

する会計方針の

期 決算短信〔日

した遡及適用後

上高が順調に推移

の増加が一定水

 

会

代

 

問

 

 

実績との差異

31 日）の個別業

記 

営業利益 

百万円

1,157

1,528

370

32.0

の変更」及び「運賃

日本基準〕（連結

の数値を記載し

推移し、また物量

水準に抑制され

会 社 名 ハリマ

代表者名 代表

          

問合せ先 取締

          

異に関するお知

業績につきまして

経常利益

百万

1,3

1,7

3

29

賃及び荷造費に

結）」をご覧ください

しております。

の増加により物

れたため、営業利

マ共和物産株式

取締役社長 津

      （コー

役マネジメントサ

      （TEL

知らせ 

て、前事業年度の

当期純利

万円

22

06

83

9.0

に関する会計方

い。なお、平成

流センターの稼

利益、経常利益、

平成 29

式会社 

津田 信也 

ード：7444、 東証

サポート本部長 

L．079-253-521

の実績値との差

利益 
１株

当期

百万円 

926 

1,216 

290 

31.3 

方針の変更」を行

28 年３月期の数

稼働率が向上し、

当期純利益がそ

9 年５月 12 日

証第２部） 

三輪 正俊 

17） 

異が生じまし

株当たり 

期純利益 

円 銭

172.48

226.46

行っております。

数値につきま

、作業効率が

それぞれ増

以 上


